心に残る文化財子ども塾学習活動案
日時　：平成28年６月８日（水）
9:30～10:15、10:30～11:15（２・３校時）
対象　：浜田市立松原小学校６年生（３６名）
場所　：松原小学校
指導者：松原小学校教諭２名
古代文化センター職員２名
１．主題
　　　奈良時代の浜田と奈良の大仏について学ぶ
２．ねらい
・「奈良の大仏」について体験的、専門的に学び、巨大さとともに、込められた先人の思いについても触れる。・地域を素材とした歴史学習をとおし、郷土の歴史・文化に対する興味・関心を高める。
３．展開　【前半】教室
	学習活動
	指導者の支援および留意点
	準備等
	時間

	1 学習の見通しを持つ
【担当：松原小教諭】
	○講師紹介
○学習の予定を伝え、これまでの学習をふりかえる
	
	9:30～

9:35
（5分）


	2 古代の浜田について学ぶ（奈良時代中心）
・石見国の中心、那賀郡
・石見国府
3 遺物を観察し、実際に触れる
・浜田地域の古墳～奈良時代の遺物観察
⑤奈良の大仏について学ぶ。
【担当：古代文化センター】
	○スクリーンに画像を投影するなど、視覚的にイメージしやすいように配慮する。
○奈良時代の様子について、事前の社会科の授業で学習しておく
○遺物を観察し、実際に触れる
○出土品の破損等がないよう、観察上の注意点を事前に説明する。

○大仏造立における困難。
○ＣＧで再現された造立の工法。

	・解説資料

（ﾊﾟﾜﾎﾟ使用）

・遺物（土器類・玉類・鉄製品）
・映像資料（ＤＶＤ）を活用。
	9:35～

9:45
（10分）
9:45～

9:55
(10分)

9:55～

10:15

(20分)

	休憩&移動時間
	児童は時間までに体育館へ移動

大仏パネルの下準備は事前にしておく
	
	10:15～

10:30

(15分)


【後半】体育館

	学習活動
	指導者の支援および留意点
	準備等
	時間

	①「奈良の大仏」について、その巨大さを体験することを通して学ぶ

	○１ｍ四方の部品パネルをパズル形式で組み立てていき、高さ18ｍの大仏を完成させる。
奈良の大仏の実物大パネルを使用
	大仏パネル
	10:30～

10:55
（25分）


	②学習のまとめ

・記念撮影

・振り返り
・質疑応答

　
③片付け
【担当：古代文化センター】
	○一方的な説明に終始せず、子どもたちが「気づき」「わかる」よう、質疑応答の対話形式で進行。
○理解しやすい写真パネルを多様。
	
	10:55～

11:10
（15分）
11:10～

11:15
(5分)




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．準備物
　○学　校：プロジェクター、スクリーン、スピーカー
○児　童：筆記用具
　○古代文化センター：パソコン、当日資料、遺物、「奈良の大仏」実物大パネル　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

